部局長とＰＴの議論資料
	項目名
	都市基盤施設の維持管理

	部局の考え方


	1 現在の維持管理の危機的状況

●これまでも財政再建の度に、事業費の削減をしており、維持管理費予算は限界に達している。これ以上の削減はサービス低下どころでなく、管理瑕疵の増加など安心安全の確保ができない

　　○維持管理予算と管理瑕疵

　　　・H9予算7％削減で管理瑕疵5割増、H11予算10％削減で2割増という過去2回の苦い経験から、維持管理予算の削減は管理瑕疵に直結する教訓を得た。

　　○道路のり面防災

　　　・要対策箇所以外を含めて毎年10箇所程度道路のり面崩壊が発生。

・緊急・応急対策を優先して実施しているため、要対策箇所437箇所（H8調査）の内、2割の対策に留まる

・更なる予算の削減は、更に進捗が遅れるだけでなく、緊急・応急対策すら実施できなくなる。

　　○歩道橋などの塗装

　　　・262橋の内、特に老朽化が激しく緊急に塗替えが必要なものが63橋（24％）。63橋の約半数が小学校などの通学路指定。

・緊急避難的に階段などの一部分を職員直営で塗替えを行っているが、全体の進捗が遅れている。
・子供の安全性・防犯性が損なわれている。
　　○道路の舗装

　　・府内道路の内、約2割が供用に耐えうる最低限のレベル（供用限界の道路（5＞健全度≧3））である。
・限られた予算の中、舗装の打ち替えは交通量の多い道路にとどめ、その他の道路では、ひび割れ箇所のシール材注入や、わだちのコブ取り等の応急処置で何とかギリギリの状態を保っている。
・更なる予算の削減を行えば、府内道路の約15％（約200km）が供用に耐えられない状況になり、管理瑕疵や交通事故を防ぐために、通行止めを余儀なくされる。
○街路樹

　　・府内高木5万4千本の内、毎年剪定可能な樹木は半数以下にとどまっており、これは、倒木対策など街路樹の安全性を確保するギリギリのレベルである。これ以上の予算の削減は、倒木や信号・標識が見えないことに起因する交通事故の増加に繋がる。
　　　○河川護岸の補修

　　　・H16円山川等の災害を契機に、着実に進めるべき治水施設建設費の内、毎年5億円を維持補修費へシフトし護岸補修を実施（対症療法から計画補修へ転換）。H16までに安全点検等により確認された要対策箇所600箇所の内、昨年度末までに約450箇所（約7割）の対策を完了。

　　・河川護岸は常に増水・河床変動による損傷を受けており、継続して残り3割及び新たな損傷箇所の補修を実施しなければならない。

　　※建設からのシフトは今後も継続。機械電気設備の補修更新、堆積土砂除去等にも充てていく方針。
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